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し
た
。
田
中
教
授
は
生
産
性

上
昇
の
た
め
に
「
情
報
化
や

研
究
開
発
・
人
材
育
成
・
組

織
構
築
な
ど
の
無
形
資
産
投

資
に
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
」
と

語
っ
た
。
櫻
井
教
授
は
「
長

期
的
視
点
で
少
子
化
対
策
に

取
り
組
み
、
財
政
資
源
を
次

世
代
の
た
め
に
使
う
こ
と
が

重
要
だ
」
と
結
ん
だ
。

　
大
学
卒
業
後
、
テ
レ
ビ
神
奈

川
（
ｔ
ｖ
ｋ
）
に
入
社
。
東
京

支
社
営
業
部
な
ど
を
経
て
２
０

２
０
年
10
月
か
ら
報
道
部
で
記

者
と
し
て
活
躍
す
る
。
テ
レ
ビ

局
の
記
者
は
取
材
や
原
稿
作
成

に
加
え
て
、
現
地
か
ら
の
リ
ポ

ー
ト
や
映
像
の
編
集
な
ど
も
こ

な
す
。
県
警
と
司
法
を
担
当
す

る
齋
藤
さ
ん
は
記
者
ク
ラ
ブ
に

詰
め
、
ひ
と
た
び
事
故
や
事
件

が
起
き
れ
ば
昼
夜
問
わ
ず
現
場

に
駆
け
付
け
る
。

　
仕
事
柄
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な

情
報
を
扱
う
機
会
が
多
く
、
自

分
の
言
葉
一
つ
で
関
係
者
の
人

生
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
恐

れ
も
あ
る
。「
報
道
の
自
由
に
は

大
き
な
責
任
が
伴
う
。
細
心
の

注
意
と
配
慮
、
そ
し
て
取
材
相

手
へ
の
敬
意
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
」と
表
情
を
引
き
締
め
る
。

　
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
タ

フ
な
仕
事
を
支
え
て
い
る
の

は
、
報
道
記
者
と
し
て
の
強
い

信
念
だ
。
取
材
の
過
程
で
被
害

者
や
遺
族
が
抱
え
る
や
り
場
の

な
い
思
い
に
触
れ
て
き
た
。「
社

会
に
埋
も
れ
が
ち
な
市
井
の
人

の
声
を
拾
い
上
げ
、
世
の
中
に

伝
え
た
い
」
。報
道
記
者
２
年
目

を
迎
え
、
さ
ら
な
る
責
任
と
や

り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
日
々
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
将
来
ど
ん
な
道
に
進
む
に

せ
よ
、
学
生
時
代
か
ら
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
に
触
れ
、
社
会
で
起
き

て
い
る
出
来
事
や
ト
レ
ン
ド
に

広
く
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大

事
」
と
話
す
。
そ
し
て
「
一
歩

踏
み
込
ん
で
背
景
に
目
を
凝
ら

す
と
、
社
会
に
潜
む
よ
り
根
深

い
問
題
や
仕
組
み
が
見
え
て
く

る
。
そ
れ
を
自
分
な
り
に
深
掘

り
す
る
こ
と
で
、
物
事
に
対
す

る
問
題
意
識
や
感
度
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。

　
高
校
生
の
頃
か
ら
テ
レ
ビ
局

へ
の
就
職
を
志
望
し
、「
メ
デ

ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
が
専
門

の
福
冨
忠
和
教
授
（
現
・
文
学

部
）
の
も
と
で
学
び
た
い
」
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
に
入

学
し
た
。
３
年
次
の
と
き
に

は
、
福
冨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
運

営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
レ
ビ

局
「
か
わ
さ
き
ワ
ン
セ
グ
」
の

代
表
を
務
め
、
番
組
制
作
を
統

括
。
鳳
祭
の
生
放
送
を
は
じ
め

数
々
の
番
組
を
手
掛
け
た
当
時

を
、「
共
感
し
合
え
る
仲
間
た

ち
と
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ

る
作
業
は
最
高
に
楽
し
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
か
わ
さ
き

ワ
ン
セ
グ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
技
術
の
進
化
に
合
わ
せ
て

形
を
変
え
な
が
ら
、
文
学
部
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
の
後
輩
た

ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
福
冨
教
授
と
は
卒
業
後
も
交

流
が
あ
り
、
学
生
時
代
と
変
わ

ら
ぬ
熱
量
で
報
道
や
コ
ン
テ
ン

ツ
に
つ
い
て
語
り
合
う
と
い

う
。「
先
生
か
ら
は
礎
と
な
る

知
識
や
ス
キ
ル
を
教
わ
っ
た
。

『
自
慢
の
教
え
子
』
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
を
続

け
、
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き

れ
ば
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

強い信念持ち 市井の人の声伝える

齋
さ い

藤
と う

新
あ ら た

さん（平28ネット情報）ｔｖｋの報道記者

　
高
い
山
が
高
い
の
は
、

裾
野
が
広
い
か
ら
だ
。
土

台
が
し
っ
か
り
し

て
い
な
け
れ
ば
、

そ
の
頂
が
安
定
し

な
い
か
ら
で
あ

る
。

　
私
た
ち
人
間
の

成
長
も
同
じ
だ
。

こ
こ
で
、「
頂
の
高

さ
」
は
そ
の
人
の

専
門
性
の
深
さ
と

し
よ
う
。
深
い
専

門
性
は
、
多
様
な

経
験
や
知
識
に
裏

付
け
ら
れ
た
教
養

に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
る
。
こ
れ
が
高

峰
の
裾
野
に
あ
た

る
。

　
な
ぜ
か
。
意
外

に
思
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
専
門
家
と
し
て

仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、

専
門
の
こ
と
を
極
め
る
だ

け
で
は
足
り
な
い
か
ら
だ

（「
専
門
」
し
か
で
き
な

い
人
の
こ
と
を
揶や

揄ゆ

し
て

「
専
門
バ
カ
」
と
い
う
人

も
い
る
）。

　
専
門
家
が
相
手
に
す
る

の
は
「
非
専
門
家
」
だ
。

そ
の
専
門
性
に
意
味
が
あ

る
の
か
ど
う
か
は
、
そ
の

専
門
を
知
ら
な
い
人
が
判

断
す
る
。
そ
う
す
る
と
、

専
門
家
は
非
専
門
家
に
自

分
の
存
在
意
義
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
必
要
が
出

て
く
る
。
こ
れ
が
で
き
な

い
専
門
家
は
ご
飯
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
教
養
は
こ
こ
で
役
割
を

発
揮
す
る
。
教
養
は
専
門

の
仕
事
に
は
役
に
は
立
た

な
い
が
、
こ
の
世
界
が
ど

う
い
う
建
て
付
け
に
な
っ

て
い
る
か
の
見
取
り
図
を

与
え
て
く
れ
る
。だ
か
ら
、

自
分
の
「
専
門
語
」
を
非

専
門
の
人
に
分
か
る
言
葉

に
翻
訳
す
る
う
え
で
と
て

も
便
利
な
の
で
あ
る
。

　
日
本
経
済
新
聞
の
読
書

欄
に
は
文
芸
や
哲
学
、
歴

史
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
と
ま
っ

た
く
関
係
の
な
い
本
が
毎

週
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
は

教
養
の
効
用
を
そ
の
道
の

プ
ロ
が
理
解
し
て
い
る
か

ら
だ
。

　
教
養
を
身
に
つ
け
る
に

は
、
な
に
よ
り
も
本
を
読

む
こ
と
で
あ
る
。
冬
休
み

は
乱
読
し
て
ほ
し
い
。

（
学
生
部
委
員
・

森
原
康
仁
）

専門家は非専門家を相手にして仕事をする

訃
　
　
報

古
葉
竹
識
氏
（
こ
ば
・
た
け

し
）
推
薦
校
友
・
元
広
島
東

洋
カ
ー
プ
監
督
。

11
月
12
日
、
85
歳
で
死

去
。
１
９
５
５
年
、
商
経
学

部
入
学
と
同
時
に
野
球
部
に

所
属
。
翌
年
退
学
し
、
社
会

人
野
球
の
日
鉄
二
瀬
を
経
て

58
年
、
広
島
入
団
。
内
野
手

と
し
て
活
躍
し
た
。
75
年
に

監
督
に
就
任
し
、
リ
ー
グ
優

勝
４
回
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
制

覇
３
回
。
99
年
野
球
殿
堂
入

り
。

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科

（
遠
山
浩
研
究
科
長
）
が
主

催
す
る
政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
日

本
経
済
」
が
10
月
30
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

外
部
の
専
門
家
２
氏
と
経
済

学
研
究
科
の
教
員
が
今
後
の

日
本
経
済
に
つ
い

て
、金
融
、財
政
、
労

働
な
ど
幅
広
い
視
点

か
ら
議
論
し
た
。

　
慶
應
義
塾
大
学
経

済
学
部
教
授
で
、
政

府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策

分
科
会
メ
ン
バ
ー
の

小
林
慶
一
郎
氏
が
基

調
講
演
。
医
療
が
逼

迫
す
る
感
染
爆
発
期

に
は
「
経
済
社
会
活

動
の
制
限
、
一
般
医

療
の
制
限
、
コ
ロ
ナ

医
療
の
拡
充
そ
れ
ぞ

れ
の
追
加
的
な
損
失

が
釣
り
合
う
よ
う

に
、
三
つ
の
制
限
の

度
合
い
を
定
め
る
べ

き
だ
」
と
説
明
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
中
村
吉
明
教
授
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
調
査
本
部

主
席
研
究
員
の
小
林
真
一
郎

氏
、中
野
英
夫
教
授
、田
中
隆

之
教
授
、
櫻
井
宏
二
郎
教
授

が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
後
、

日
本
経
済
の
課
題
と
展
望
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
小
林
真
一
郎
氏
は
今
後
の

シ
ナ
リ
オ
と
し
て
「
感
染
再

拡
大
へ
の
警
戒
感
か
ら
景
気

の
回
復
は
緩
や
か
で
、
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
コ
ロ
ナ
前
の
水
準

に
戻
る
の
は
早
く
て
年
明
け

以
降
に
な
る
」
と
の
見
通
し

を
示
し
た
。

　
財
政
学
が
専
門
の
中
野
教

授
は
、
債
務
累
増
の
問
題
が

勤
労
所
得
世
帯
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
を
示
唆

　
小
中
高
の
教
員
な
ど
教
育

に
携
わ
る
卒
業
生
で
つ
く
る

「
専
修
大
学
教
育
学
会
」（
会

長

佐
々
木
重
人
学
長
）
の

第
69
回
大
会
が
11
月
23
日
、

２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

感
染
症
拡
大
を
防
ぐ
た
め
規

模
を
縮
小
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
実
施
し
た
。

　
文
部
科
学
省
で
教
科
調
査

官
な
ど
を
務
め
、
現
在
は
国

士
舘
大
学
教
授
の
澤
井
陽
介

氏
が
講
演
。
２
０
１
７
年
告

示
の
学
習
指
導
要
領
や
、
中

央
教
育
審
議
会
の
「
令
和
の

日
本
型
学
校
教
育
」
に
関
す

る
答
申
の
要
点
を
整
理
し
な

が
ら
、
趣
旨
や
具
体
策
を
分

　
租
税
や
税
理
士
制
度
に
つ

い
て
、
実
務
の
世
界
で
活
躍

す
る
税
理
士
か
ら
直
接
学
ぶ

商
学
部
の
特
殊
講
義
「
税
理

士
租
税
講
座
特
論
」（
松
本

徹
准
教
授
）
が
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
て
い
る
。

　
日
本
税
理
士
会
連
合
会
が

提
供
す
る
全
15
回
の
寄
附
講

座
で
、
本
学
卒
業
生
で
つ
く

る
「
専
修
大
学
会
計
人
会
」

の
税
理
士
な
ど
が
講
師
を
務

め
る
。
11
月
18
日
は
、
会
計

人
会
の
前
会
長
の
吉
田
伸
江

氏
（
昭
54
院
商
修
）
が
講
義

を
行
っ
た
。

　
講
義
テ
ー
マ
は
「
租
税
手

続
と
納
税
者
の
救
済
制
度
」。

法
体
系
を
整
理
し
た
う
え

で
、
納
税
者
の
救
済
制
度
に

つ
い
て
解
説
し
た
。
行
政
不

服
審
査
法
と
国
税
通
則
法
の

関
係
、
国
税
不
服
申
立
制
度

の
概
要
や
取
り
消
し
訴
訟
の

仕
組
み
、
救
済
制
度
に
お
け

る
税
理
士
の
役
割
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

　
税
理
士
法
の
改
正
に
よ

り
、
租
税
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
、
税
理
士
は
補
佐
人

と
し
て
裁
判
所
に
出
頭
し
、

陳
述
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
吉
田
氏
は
、「
市
民
の

権
利
を
守
る
と
い
う
重
要
な

任
務
を
果
た
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
税

理
士
を
目
指
す
学
生
に
「
税

理
士
は
会
計
の
専
門
家
で
あ

る
と
同
時
に
法
律
家
で
も
あ

る
、
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ

と
が
大
事
」
と
語
り
か
け

た
。

校
友
会
情
報

21
年
度
秋
の
叙
勲
・
褒
章

◇
瑞
宝
小
綬
章

野
澤
佐
氏
（
昭
49
法
・
埼

玉
）
会
計
検
査
事
務
功
労

◇
藍
綬
褒
章

村
井
孝
氏
（
昭
47
経
済
・
富

山
）
防
犯
功
績

柴
﨑
順
三
氏
（
昭
55
法
・
埼

玉
）
社
会
福
祉
功
績

「会計の専門家と同時に法律家で

もある」と心構えを伝えた吉田氏

小
林
慶
一
郎
氏
に
よ
る
基
調
講
演

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
展
望

専大会計人会が協力

租税手続を解説

霧
を
は
ら
う

雫
井
脩
介

著

　『
火
の
粉
』
で
裁
判
官
を
、

『
検
察
側
の
罪
人
』
で
検
事

を
主
人
公
に
、
重
厚
な
が
ら

も
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

性
に
富
ん
だ
作
品
を
著
し
て

き
た
雫
井
脩
介
さ
ん
（
平
３

文
）。本
作
で
は
、
被
告
の
無

実
を
信
じ
て
戦
う
弁
護
士
の

姿
を
力
強
く
描
い
た
。

　
入
院
中
の
４
人
の
子
ど
も

の
点
滴
に
イ
ン
ス
リ
ン
が
混

入
さ
れ
、
２
人
が
死
亡
し
た

事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
の
は
、

生
き
残
っ
た
女
児
の
母
親
だ

っ
た
。
警
察
の
取
り
調
べ
で

一
度
は
犯
行
を
認
め
る
も
、

そ
の
後
は
一
貫
し
て
無
実
を

主
張
。
世
間
の
注
目
を
集
め

る
点
滴
死
傷
事
件
に
は
、
疑

念
と
い
う
名
の
霧
が
深
く
立

ち
込
め
る
。

　
国
選
弁
護
団
に
加
わ
っ
た

若
手
弁
護
士
の
伊
豆
原
は

「
霧
を
は
ら
う
」こ
と
が
で
き

る
の
か
。そ
し
て
有
罪
率
99
・

９
％
と
言
わ
れ
る
刑
事
裁
判

で
無
罪
を
勝
ち
取
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
公
判
前
整
理

手
続
き
が
終
了
し
、
い
よ
い

よ
裁
判
員
裁
判
の
幕
が
開
け

る
作
品
終
盤
、
形
勢
が
二
転

三
転
す
る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

＜校友＞

経
済
学
研
究
科
政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

選
　
挙
　
結
　
果

▽
香
川
県
観
音
寺
市
長
選
挙

（
11
月
14
日
投
開
票
）

佐
伯
明
浩
氏
（
さ
え
き
・
あ

き
ひ
ろ

昭
58
商
）
新

展
開
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　
深
い
霧
の
向
こ
う
に
伊
豆

原
が
、
そ
し
て
被
告
人
の
家

族
が
見
た
も
の
と
は
｜
｜
。

作
家
デ
ビ
ュ
ー
20
周
年
を
迎

え
た
著
者
の
集
大
成
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
渾
身
の
法
廷

サ
ス
ペ
ン
ス
を
堪
能
し
て
ほ

し
い
。（
幻
冬
舎
・
税
込
み

１
９
８
０
円
）

か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　
国
か
ら
新
し
い
観
点
が
示

さ
れ
た
「
学
習
評
価
の
在
り

方
」に
つ
い
て
は
、指
導
と
評

価
は
一
体
で
あ
る
と
強
調
し

た
う
え
で
、「
評
価
し
た
こ
と

を
指
導
に
生
か
す
」「
指
導
し

た
結
果
を
記
録
に
残
す
」
と

い
う
考
え
方
を
説
明
し
た
。

　
講
演
終
了
後
に
は
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち

は
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え

た
授
業
づ
く
り
や
学
習
評
価

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

学
習
評
価
に
つ
い
て
講
演

教
育
学
会

第
69
回
大
会

寄附講座「税理士租税講座特論」


